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く1・）1幼児教育停従事するものの役割、

r卸騨育の勤

　　幼児期の教育に従尉るものば，本質的に要求される

　役割とは何か己それセま漁e1畑廿・と・しての役割であるる 彼

、脅ま岬peガ機貨鞭卿鮮吻す御㌔ヤ赫
　療の子どもがそれぞれ，その子ら しく生活す惹ととを手

　．助けするのである．一人々凌の子どもの喜こび，楽し

　み』悲しみ，苦しみド感動， 虚しさ， 意欲，怒り，・衝

　：動，好奇心，欲求といった心の世界を大切にするゐが

　．ム61perの役目である。・ありえ幅こ書えば，』 一人々菱の

　発達 ・皮長を助けるいという平凡kして困難なヒととな

　るよそめことめ重要｛生をまとうに常識とならてC・ると塾う

　，点で平凡であり，またそれが現実に実現がむずがし》・と

　塾う点で困難なの怨あるレ 』』 △「 ∴一r』ご

　；ざ愚ズF←入々凌の子どもがその子らしrく生活すること

　1を助ける〆とはどう’いうこをなのか。←人々々の心の世

　．界を大切にするとは．どういうことか，．を考えてみよう乙’

　、．心の世界乏い うものは，，その人間に独自な 虹のであ

　るよそれぱ，〔大人にも o歳児にも真実であるぷそれは経

　験ク）世界がそれぞれの人問にとって独自な『もの窒い1う一こ

　 と聴あるも・向 じ経験を七之もレその味わい方1 受げどめ

　方が魚人々 々によるて異る・という：ことである。一 い．まだか

　つてf 地球上に全：く同．じ人間が生荏したことはないo、か

　』人の子どものその子ら し』さとは1：この心の独自性に基恥

　たもので窃る＆ 「〈もち1ろん心と密接なっながり1を持つ身

　体を無視す：るこ之はで啓ないがレこ；ではそ・れにっ恥て

　は述べない。）なぜそのよ．うな→人々々に独自な心とい

　 う1ものが育？てくみカ、について嫉，．遺伝．と環撞を中心に

　、レ之漸）iくブ》：カ｝⑮議論があ為魁 われわ型敵育の現場饗働

　ち、く墨のの娼発恵をあ 既に独自な心を有しな員前ρ子ゼ

　も糞ちであう？二．、 旨　　 ∵』ンζ済1
　　、その子ら」さ奪大切にする≧いうこ≧｝‡，，その子の心

　碗世界を大切にするご之である6 ではドその手がか、堕は

1どこにあるか。・それは』入妥々の子どもが繰り広げる行

動にある。 それも1 その子ども自身にまっ之主導権の握

られた行動に最もよ くそめ子め内面が反映する。もちろ

ん1すぺ、ての行動は何ちかめ情動を帯・，・その限りにお

「い∫は⑩麟飯舜欠犠働セ繊得蔚と嘆
るししかし剛入凌々め幼児の心は生ま瀬』てがらも㌶5年

の独自な歴史をがけ之形成され之きたもの廼ありジその

結果 と．してそれぞれ独特め傾向をもレうもゐとな6『宅“

る。それは」般的専ごF性質』・芝呼ばれる程にはまだ固定

的な もr4）ではな く，㍑また』r山唇期」， r「月工F弓期」等‘と』自

に分類できる程大ま・がな ものでもない。 r鼠

　ある子どもの 日常め行動b感構は， そ4）子どもの有す

る心理的枠組み1レ』にのづと∫らて展開されるわけで，』』ごこ

で子どもの内面どい1う1めは；』之の心理的枠組みを言1ら宅

いる。その心理的枠組みは，子どもの主体的活動一幼

』児の生活においては：・「遊び」、そ砂ものrに壕もよく表

現される とい えるすー．rニン』冨

．、レelperlとしての、大人の役目 は』、1この心理的枠組に関

与することであ りレ 諏elp硫：どしズのヤγスは子 どもの

刻々の行動を通 してジこの枠組を＝どう洞察！しゼ子どもに

1いかに反応するか， ・と炉 う一ことにあるら心理的枠組みと

←∫コで言ろ．てもデ．前述のよ1うにある子どもが，生 まれヱ

から の3年な、り；4年なりの複雑な歴史を通し；（二の歴史

は主にジ 対自己闘係挺対他者関係とい う二つの大きな人

間関係に支配されている）、形成されてぎたものであるか

ち多 それ自体子ど遍ぐとうて》つの人間関係の中で生起

するl　helperの洞察，』、反応の如何によりこ砂枠組は同質

的に強イヒされた1ワヂま一た誓・一・質的変イヒを受けたりもする6∫

曾）』髄・1P¢』終鯵爆～塑1‘マて子榮7

．鱒騨界讐勲鯵ジ、』、・．． 』渓で

、子どもの内的世界びの手がかレリ， 1通跳之．し て最も大き

なものは子どもの行動と感情表現である51、特に何度焔 繁
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り返し表現される行動と感傭はhelperにとっての大き　　のきめの細さ，厄介さに耐えること，慣れることは，特

な手がかりとなる・麺袖も猟サ遮遠露砺虹、．賜嬢梅の晦大麺撰肱る．また，子どゆ
ないし感惰に，今のその子どもにとっての大きな意味が

含まれている。一般に否定的にとらえられる「常同行

動」もこあ観点から見直す必要があるだろうぴ 「自閉的」

と呼ばれ登子ξ：もたちの脅 く・が示す，目の横や前で指先

をちらち昏さサ争行動，物を回転さ業う貨動，水を2～3

のコッブに交互に注ぐ行動， 』特定め物1の配置に過敏なこ

と等の行動も，：．それがまさにその子にとって（一般にで

はなく）どんな意味をもつかを深く吟味しなければなら

ない。単純な快感・喜こびなのか，それとも何らかの状．

況からの自己防衛・逃避なのか。また，喜こび。快感だ

とレたら1それ嫡あ多こと（例え昏劃物を思うよ、うに回転

できるゼ、すな勿ちヲソトロールでき為）Φ成就の』それな

のか，もっζ摩裳的な要素炉強ヤ・快なの⇒）g．、印ヨ防衛傍

逃避で為多タするなら何 を避けてヤ》 う4）物㍉ 何に不象を

感じ番の恥1子ξも参穿牢するに賎ξ¢〉行動を稗けさせ

るタきなの猟、Tすぐに中卑させ資べきなりかぞ．その子ど

も¢）気持を他のζ、ζにそらせてやるのがよ勘の⇒｝， それ

・とも子どもの知らないうちに固執ゆ対象ζな為物を除乗

レてしまうの炉よいのか等・hel鵬rが吟味レなけれぱな

らない善ζ爆多様である。しか恵実際の揚面で
helper

の取り得る反応はせいぜい→つか二ρ頴昂う。そ牲だけ

helperは誤づた反応をす為可鮨性を持1ってい㍍真喚1per

は子ど もの行動マ感情の意味をより正確に把揮し，それ

に対すう， タリ意味ある反応の表出方法を学姦でいかな

ければな』らない6一 　，1 隔 字．，

1ある子ごもの内的世界をより正確に把握し号それに対

してより意味のある反応をいかにして表出するかは，そ

力子ξもとの現実の関係において学ばれていぐものであ

る豆心理学書や敦育実践記録は多くを教えて．くれるが，

それはあくまで参考にとどまる5例えば7フロイト，’ピ

アジ島 『≠咳クソソ等の発達に関する理論はきわめて示

唆に富むが，1それだけで目前の子どもを割り切って把

えう；≧は・一塑え ってその子どもの現実の姿から遠ざか

る’ことに もな 多だろう？、また冒［ジ 7riズやアクスラィど

等り輩か蓼購床経験からの発言鉱も傾聴に値する抵そ

れ琶そうく1ワ真以しでみても子ども≧の間K「死んだ関

係」．r、車elpeでが：helper自身の真の感惰を抑圧して

い駒、 また頃無づいていない一しか築けないだろ。ρ

騨嶺魅樋讐9禦1寝鱒壱纈鯵るこ・と
であ猟それを琴聖鯉軽を撫を…誇ゑ1、ひ
う方向で展開しようとずるなら劉現実のh61¢rの子ど

もへΦ配慮峠きめの細いものにな・らざ多を碍ない。：それ

はある時嫉醗桑が塑：く耳介な道りであったり もする。こ

内的世界に近づくと言っても，それは見たり触れたりで

きる世界ではないので，その子の行動や感情衷現を手渉

かりにしても，何が内部にあるのか皆目見当のつかない

時が多い。そのわからなさ，正体不明さにも諦めずにつ・

き合っていくことも大癖である。何が表現されようとし

ているのか，という疑問を持ちつつ，目前の子どもの行’

動にていねいに対応していかなければならない。

　子どもの内的世界にできるだけ近づき，その子らしさ

．の挙達。 成長に意味のある反応をしたいと思うhelper

にとづて，もう一つ注意すべきことがある。それはあ惹

子どもの行動の意味についてheLperが何らかの洞察を

得て，その濁察しだ内容にあまりにとらわれ6こと、酋お

る蔓そρ稗果，その予どものすタてg行勤をある一準分

御庫からしか見なくなったり晃 その洞察琴外れう賓恥1

卑現を見落したりする孕う鱒なる黛一人の子ζもが隼ぎ

｛いる心の現実，」入の子どもめ全体像比迫ら夕と、らズ∵

あう洞察を得たのに，かえっ て子どもの一面のみに準旦

1し，子ぎもの全体性と現実蜂を見失ってレまうとし1う等

1嫡晒・

　ζ う．なるこ，とを避ける為には，、與elperどうしの自由

な意見交換が必要であ私他の・hel理ぎ、ρ見解を胆く；

劃で，自分ア人の判断鱒よる洞察を訂正」し；ζレとく撰会芽

得られ る。

　また，自分がhelperとして・ある子ξも に対』して行

ったことヂ行いっつあることがその子ども圭もと？て適切

．であることが大切である。　 helper．1がある子どめとの鱒

係の中でしたこと，．言ったこ≧に対するその子の反応で1

くそれ嫡一瞬の反応だウたりトある期間持続する反応だ

っ準りする。〉 に注意しているこ とでジ』1輿脚rlは自分ρ

反応・・働らきかげのチェッ クをする 蔦≧ができるφ・．そρ

時には》　hβlperはξの子ど1もに対∫し、て自分が、も、うて》、

る洞察とそれに基く反応）』働らきかけを正当化した・り訳

またそれらの妥当性にこ準わるこ1とな《舛ぞの子どもみ

反応自身に目を向け耳を傾サなければいけな喝ぢそろす

るこ’ で，、 helperは自分の洞察をよ）り正しい1ものに変

化させ，子どもにとってより適切な反応二し働ぢきかげを

身につけていけるよ．うになるず㍗　 了壱．』 ・な：、ぺ：が で ㍍

また，洞察に基く意味のある反応をしまう とする気捧

を控え！ すなわち楓per想識を離れてドぐ極く白然な気

持そ何気なぐ子ども≧関わっで券る・ごども有効である5

子どもにとって「良かれ」という図らいを離れた，何と

もない態度，・反応の方がそめ子の心に届きゴ結局その子

のためになる，一1ということが現実には’しばしば起こるゆ
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これは一見不母議なことかもしれないが・』日常隼活では

誰で鮮ρ師蝉瞬持ρてい継う・熊儲の何気
な嗜葉や働で， 、それま聯滞レてい熔頒醐急
舛男愚：≦開けてきな，り，・気分が一新したり帆自分り考え

會乏 爾動り鯨セ講グいたり騒こと 々聯睡働るも
¢であ1うむ 同様り；とが教育の現場で起うて1も敏本当は

何り不思鱗も ない6、ゆ孝うてぐのこ≧が生起ヰること

で1、、そり蓼麟場の自然甑、鱒鱒恥爆鴨髄
芦えよう。

．・ ’＝1・’1÷．巨 1』・，伊〕前巧』L ．こ1機人

　helperとしての大人の役目ぱ・ ，｝人々々の子ど もの

内的世界を大切にし，1ぞれに対しズ意味のある対応をす

る1ことであ、うδこれ賎｝人々．々の子どもがナ その子ら

1レ、く生きて1粋く；零1を手駒けすうことであ為。．㌃h農や色r

唖まこ¢〉作業をゼ』：歴人タタ4）子ε＝もヵ警寿elp酵払⑫傭前で展』　

潤する様々参行動乳感寧表現を手がか堕 として1行ラ6・そ

うして，一人々々の子どもの内的世界に接近し洞察をす

る。 喚elp尊は一人々々の子どもが意識的・無意識的に

，かかわらず，熱中する行動・感惜に関与することを通し

て，それぞれの子どもがその内的世界においだ何を・し七』

、・るのか，何をしつつあるのか，何を欲しているのか，

何に至らんとしているのか，を知ろ1う1ど腐㊤ぞめ実現に

・手助けをする。それは，．労人のテ孝獣鉢っ∫ 自ち番さ

れ恩，具体的が？夢味φあ義発壌課題を知P矢そゆテど

もがそ螺題諏締舜手塑麹こ．と聯臥この
；とができ塒ぜ坤咤襲轡の子昂撰の
刊じく生きていぐ毛解塑碑璽iづ蓼嬉

〈3）　なぜ ・「そめ子ら・しざゴを大切1ごしなけれ

　。キニぼなちないか 二㌧心：ゼト 訊』 ぶし1』「い海ド

フ▼ 一．llτ 1ぐ1』蹴y㌔ll弘』11・〆・．．［
！、

　helperの役割は一人為蛮のテども参惹り子ら骸≦生

終賢1鮎騨瞳鮎であ恥1、h噸「3は子昂の
内面，心の世界を大切セ； し，柔μ殖有悪味琴厚盛』マい

些類葬爾鐸邸を界孝す・ で嚇ギで人鱈④・fそ砂

子らしさ』．猷鱗趣ね夕融らなヤ吻』嗣い・う鮎を

考えてみたい。

。義閲瞬ヂノを 卜3》り揖摘するタう殖「生理的早産一1で

曇ま型て‘る凱但体生禽爾存締に際し非常琴世誕を必要

垂該多状態廼卑塞鹸て∫うので南資¢また人間曝誰でも

舞劣り桑り瞬間かちジ拳苓的をこは自律レた狂1胤の括動

を賞偉煮の・目前だ犀開する。1そレてそ塾疹の活勤嫉当初

撃蚕彰行動舜生得的行動である抵・そり当初よ三り養育者

ざ‡嬉母繰妻イ婬よρて反応される6子ξ蘇4誕生庫鋒瑛

魚・．麟噸母子縣焔魁畝参加す切飾る・・
踏尋9母牽関錘鉢単琴母緯が乳児を蜂育す多・二 という7

範麹1塗も㊧で礪な《，、乳児も自らg働らきかけで曜の

　養育行動を引毒幽劣、と恥う揮めて相互約な協のであ1る

　るとが近年喬．きち夢）に』さ薙？ご？訪るゼ言うなれ専亀人間

　は誕生直後からヂ・コrlミニ盆 』ケr艶ゴ》1の世界に稼極的に

　参加しているめである。しかも乳児はそ牲を全‘狼自

な内答で形成レ1て夕・ζくす適ちろん二cr塑9ヂ餌函ng・

　？1輿導p＄」等その衷現嫉共通していて む鳶その調子球強

　弱， ・頻度は痔人湊峠に独自なものなの悉あrるすそ二してそ

　れに対する母親の反応も；㌔他の母親之異る彼女独自な、も

　の酒あるぷこう・してそれ自体独自な母矛関係が形成され

　て行き，その相互作用を通して，乳児は自分の諸欲求の

　調整と自分を取りまく環境（偲親も含めた）の自分なり

　ρ認識1・、把握鷺学習乙してい1く 6・1それぱ．零さに心の世界の

　形球侭他な らない。、・二、！lr＝』』』．．

　　このように人間の内的世界は』その当初かち人間関係

　の中で形成さ れでくるのであるよそ しズ幼児とはP母子

　関係を主としだ人間関係を通して否応なく’、1その子ども

　として独自な心の世界を形成してぎている存在・となるの

　である。言うまでもなぐ人間は誰でも独自かつ一回的存

∫在であ畜る全ぐ向一の空間， 同一の時間を誰とも共有し

　得ない。また同r人物も全ぐ同じ時閥をくり返すことは・

　できない。幼児も同様である。そしてこの独槍が㌧づ興回

晦在を内働ら薪不レ渦り魁，舶卿雌馳の
雪晒黛・璽駄マ煙テ菟鱒獅レ㌃吻牙該参

鎚2型1噂嫁襲鱗蔦⑳動1ヨ脳牙娯還
．巧ず晒越て も隻・身鰭でや重、ヌ 穿為鱒う韓
墜匙型・’る囎勢テ鉱も鱒暑越卿繊卿

　鱒準黍で夷防，彼曝兎畢享き3彦埠？て》多；豊嬉ホ？

∫瓶 韻レ騨鱗熱r魁噸糊身曙碑樹享辱
　》｝う¢）で挙る喫アrムぐε鰭傘卑塗内的堆界1まイまざ琴・、

ア木納9〈聞ヒこく間右1終り存李基盤す婦・』窮
，、

　暫一人々々め子どもφ「その子らしさ』 と1鞭～それぞれ

　璽子ど歯に象自塗蓄爾内的糞界り・；＝ζであう献考レてこ

Φ内的掌界嬬』τ〈《）テぐ変をま春鰻その子くfもとして

　、「今1・・＝
登こ に一，、葵多在峯せ；う葦盤ヌ！あ多韓に・，（大切妬され

　う苓電郵の℃あゑ♂蕉の観矯から燕饗自な内的境界の奉

　現としズ砂行動昏感籏燐説豪墓塑ぞ璽子ξも目身¢）舜津

　辱ζ？丁ご！レな童味≧も2奪よウ㍉！レ：・わゆ多異常徽行鄭、

こ騨嫡壁蚕姪と煙蝿学的次雌蜘て講
壁卵駆感曜鱒体嬉欝麟的雌鮪噸
・もりζ蝸曇従唇心ム紹9子芦⑩働’感脚・

鐸学醐麟存購鱒勲；？ρ蜴ダきら；軍黙

鱗ざ純卿1鱗蚤 軸φで輝4’・呂、凌臣・劉＝

　．ざらに，1三幼児期の内的世界之いうものをま心理学的嬬夢

　て，受非常に大きな影響を5けや隊恥．翰のであるξこれけ

　フロイト以来，臨床的に確認堂⑫てきたgを乳幼児期④’墜
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理的外傷経験はfそれ以後の人格発達に大きな影響をも

たらしやすいのである。乳幼児期め内的世界というもの

が，r以後の人格発達にとづて基本的な部分を疸づている

とも言えよう占51

　幼児は生物学的にはヒトと してめ成熟過程4）端初につ

いたぱかりの存在であり，心理学的には基本的な課題を

担った存在であ り，存在論的にはそれ自体独自かつ一回

的な存在である。幼児期の教育に携わるhelperはこの

知見をもって一人々々の幼児に接していくものである。

註）

1：子どもが「堆界」一幼児の場合特に自分の身体岡

　親。兄弟等の自分にとって親しい人との人間関係，自

　分の周囲の物的環境一を認知する仕方とその内容， お

　よびそのように認知された世界に対する∫その子ども

　の基本的反応パターソ。Eriksonl　E．Hの“Ch貢ldhood
　　　　　　　　　　　　の　and　S㏄iety”（1950）はこの心理的枠組みと発達を絡

　め興味深い。

2：「心理的枠親み』乏いう語よりもφや広義の意味尋

　用いている。「内的世界」といち語の方が心理的指向

　牲， 心のダイナミックスにナクセントを置いているポ

舘qR・gersrパースナリティ理論」（岩崎学術出版

　社＝1967），V6 Ax重ine「開かれた小さな扉」　（リー女

　一ズダイジ吊スト社＝），同「遊戯療法」 （岩崎学術1出

　版社；1972）また，　q　MQustakas「問題児の成長と

　人間関係」（同＝1968），B・Bettleheim「愛はすべて

ではない」 （誠償書房＝1968）r

4＝V．Frank1『死と愛∫（みすず盤房；1957）

5＝エリクソソは，0歳から 7歳までの乳幼児期を三つ

　に分け，それぞれの段階の心理的危機を（ユ）信頼対木

　信，（2）自律性対恥または疑惑，（3）積極性対罪悪感とし

　て措定し，乳幼児期の心理的課題が基礎的なものであ

　ることを示唆している1

　　　　　　　　　　　　　　　　（太田茂行）

2．・共に生きる保育
』‘　

r

はじめに

　多くめ幼稚園，保育園では，心身にン・ソディギャジブ

を持った子どもは，入園が敬遠されているぷその主な理

由は，クラスの他の子どもめ保育に支障をきたすと考え

られているからであろう。また， 障害児を知らないとい

う理由から，どのように保育していいのか著いう不安に

より敬遠してしま う場合もあろう。こういう現状にあっ

て，私は，積極的にこの子どもを受け入れ，保育をして

いく意義を考えたいら私自身が心身にハンデ身キャッブ

を持つ子どもを含む保育に参加し， そこその実践の経験

を基に考えたい。

　6歳男児Kは，就学猶予をし，幼稚園2年自である。

．クラスは子ども37人（Kの他に，もうぴとり障害を持つ子

どもを含む），保育者2人（担任の他に〕私が週4回参加，

仲の1日は別の保育者が参加する〉である。Kは，主に

人問関係の発達が遅く，意思の疎通がむずカ・しかった。

現象的に見れば，ひとつの行動，水遊びに執着し∫自分

の思うように，かってにふるまっていた。しか し問題の

根源は，現象の奥にある彼自身の心である。Kの幼稚薗

生活は，Kの心の対面であったどいえる。』実践後3年経

た今，思い返し《みると，Kと私の歩みは試行錯誤の連

続であった。しか しその中にこそ壼の貴重な成長があ

り，保育者としての私の真摯な学びがあらたと・いえる。

　ここではヂ・Kと私の出会いから，約2ヵ月問の歩み

を，契践記録をもと多こ考察を進める6　　　1

1　Kの水遊び

　〔記録1　昭和50年4月11日〕

鰍木きな洗剤の容盟（以柄ト綿す斗織
て，午中H組の砂揚で水遊びをする。　　

．、

「、乙

　oポットに水道の水を注ぎ，別の容器を片手に持ら宅

　移しかえる。残りは下にこぽす。 一’

　？砂を手にと洗上からボ ッ トリ水をかけるa　ぜ．、

　O水の入った樽に，ポットの水を澗蒸封蕃す落ぐす。

　O私がカンに水を入れると，すぐそれを私から取って

　自分のポットに水を入れる。・

　O私が容器に水を入れ，上から流すと，その水をすぐ』

’自分のポットに受けて入れる。

　o私が砂のかたまりを作り11「Kちゃん，おだんご」、

　と渡すと，受けとりその上から水をがける。

　以上の活動を何度も繰り返す。

　H組の砂場は，園舎に囲まれた閉鎖的な揚所セある。

Kは最初の3日問のほとんど， ここセ永遊びをする。盆

がごこを選んだ訳は，ひとつkは以前のクラスの砂場セ’

慣れていること，ふたつにはことは周囲から遮断されセ

いて，他児に邪魔されることなく自分の透びに没頭で琶

るからであろう。私もそれ故に1ごこセKと腹をすえで

水遊びにつき合えることができた。Kの永遊びは少：しづ

つめ変化はありながらも、2年間繕えず続けられた。時

を見計らっては， 他の活動に誘おう と幾慶も努めたけれ

ど，うまくいかない方が多かった。 これ程にKの心を夷
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きつける水遊びはヂ いらたいどんな意味を持ろてV～るで

あろうか5i何度も繰り返し問い続けた問題である。＼・

　私がKの水遊びにつき合6た時に感じたイヌ着ジがら

推察し《みる。Kは，5私が容審に入れた水， また私がと

ぼす永を， すべてすぐに自分め宋ッ’ト・に受け入れるポ

Kがひとり遊びをしているのでfl私はKの遊びにかかわ

る余地がなく思われる。1．それ故，「私はKの遊びをまね し

てみようとする占Kの遊びのおもしろさが少しでも感じ

られるこ』．とを期待して。 しかレ，l　i私が入れた水はす尽て

取られ， の気持はそがれるよ一遊ぶという どころか，1’私

はKの思い通りに動かされ1 1彼の中に私が吸い込豪れて

しまう，あるいは閉じこめられてしまう不自由さの束縛

感を感じた。 それは，一あたかめKが自分の思うままに出

したり「，＞入れた、り，． 移されたりする都動トの中の水の審

うな思いであった。・、ご 　r一』・ 一’” ヒ ≒、り 駕

・外がら見ると，Kの水遊びはいかに竃単調でパタ恵シ

化された活動のぐりかえしであるら・！しかしジ ．この活動を

一時間半もすると彼は満足したようにフッ之一息っく。1

水はKの気持を受けとめてくれ，γKは水を自由に動かす

ことができる。また同時に， Kが水を自分のヒ思ゑよ覧に

動かすことで』水けますますK自身を受けとめて、く、れ

るg五は水と 占体になづている。：Kにとらて水，1水遊び

は，自分を充分に満足させてくれ渇 もの，・ 自分の充足

感存認を与えてくれるものなの 奄9
lll

　Kはいやなことがあると，保育者のセ■ターの首を激

しく引らぱり， 自分のいやな気持ちをぶつける己また，

私が横にいて，充分に水遊びができた後は，ベタッと私

にくっついたり1鼻で私の顔をなするひう「れしいこと，

いやなことを直接私に表わすポただじ， 目は合わず，そ

のやり方もかなり』方的であるぴこのKの私へ㊨接し方

は， ゴ水遊び牽私が感じたある毬め束縛感に通じるもので

ある5づまり Kはジ私も水のよ・ち比自分の意ゐままに動

くものだと思りでいるようだ6そしそ，そめ衷には，「｛自・

分のすべてを受け入れて，自分の思うよう にしてくれる

存在を求めているKを知ることができる5

≧Kが水遊びをする時， 長い間使い続けたボ》トは，・ 同

様な意味を持つ象徴であるo　Kの水遊びは，一これを持っ

て来る所から始まる5このポ》トは持ち手が づいた，

24も入る大きな容器である。大きさの割には口が細い

藍である。’Kは1 まずポシト．に水道の蛇口をつづこみ，

水が一杯になると水道の栓を締める乙それ塑らその水を

移 したり「1※砂をイずじたり，ン手に受けたりする」後述す

るが， ごゐ承9．トが人に取られたり，見つからない時

ほ㌶Kほあばれ鈴わめいて，・A手のぐだ一じよ・うがない程に

乱れる許まだ〆帰宅の時刻になりダ・ 水遊びを終わる鉱

（終り忙するにばドノKにど◎てむずか’しいごしとであるが）

Kは，それまで使っていたポットを，おもち畢箱にポシ

と放り投げるざ』．そじて〆部屋に入ると私の体にぺ久ラと

くらつく．匝最後の挨拶にまでまだ間があると察するとデ．

ひとりで部麗がら出てポ憂、トを持一6 て遊び始める6yそ！じ

宅母が来， ：1母と私の促しで遊び止め，帰って行・くどまた

水遊びに満足してヂ私の所にペタッ、と体を寄せに来る時

も，［rポヅ’トは宍も言不要ミ．1とばかりにポソと放り．出して

やづて来る。｝以上のこ之を考え多と， ポヅトは取のすべ

てを受け入れてく れるものであるポ水をた義ぷりと飲み

込み心たうぷりと水を抱え込む壺。・これは・ 、、太母ゼ母な

るもの、（鳶おぷくうミという，よケに）∫¢）象徴である。、耳

がポッ，トを極端に好むゑともil 私外のr方的な接1し 方

もヂKが母のふと着ろにどうぶりっかり寮す苓てを包み

込んでほしいというヂ無意識の心の歌求の現われである

と読みとることができるσ　　　　　　　　　　　ト c

　　　　　　’）　ド
1 ・『二、〆「、r 冠1 r二 1』※ 一∫1一、ド

』塑’琶だ穿1眉蕩．こ』ご、

、㌦、 、、∴ 、、と、

　1〔記録2 ，4 月15日｝1：r、

』．一

は，年中丁経の砂場で水遊びをする。私はそばで

』女児達と穴を掘る。1穴の中に子ども達は水を入れるあ

　、Kは自分のポ夢・トrの水をその穴に注ぐ6　，r ぐ臼1．

’1” 子どもほび・5やりしてガ こ 「Kちゆん，ありがとう「」、

ど喜ぶ。丸♂ξ 』挿cぐ＼
”ト、 ・∵ げ ゼ』心

・・』 じグラズめ男児Sほ，
一lr

のボ1 トをサ』と取りボ

∵偲庭ぺ走り去る5く藍は乱れる〆私はkの手を引いズS

を追う δ私はSがらポヅ下を取ゆがえそうといろいろ

　と試みるが，・こSは聞かな》》。1 Kは私から離れ・知らな

’1い父兄や保育者のセrタ晶の首をつかむら私がKの手

　を静かに取ると，・Kは手を放し落ち着くる

　lSはポ“ンとポジトを放る。Kはそれを拾い，水遊

一びを続ける5　く、 ゆr㍗．

　丁粗の砂場は園庭につながっていて日当りもよ》｛よい

ろんな恕の子どもが遊ぶ，r解放的な場所であるぴKはこ

ヒに来て遊ぶようにな る♂・まわりの子ども達の作った氷

たまりにジ』 自分の宋》トゐ水を入れる。 ・Kは‘・びとりで

閉された所よりもヂ裏わりに子ども達がレ》ズ水遊びをし

ている所を好むよう忙なるよ以前めKの行動全般は，・狭

い朗された空間の安定を求め焔～たどいえる。・しがじ今

や△その空間が外に開かれ始めたのであるδ’私はヂKを

取り巻く遊びがおもしろく持続するよう に努めるざ11Kは

1・時間半位水遊びをすると∫ブラ と園庭の方を見た、Uも

する5そんな時，・ブラッと私と園庭を歩恥たり凱1空いて

いれぱ トラ堵ポリソに，2私は誘う6 束の間だが，，体を動、

かし，、1気持がほぐれ1るよ うにと思ろカ～らだぷじ力鵠じ轟．な
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「じみのない子どもがトラ×ポリソに入ると，おびえてす

ぐ外に出る。

』私との関係がっくと， 必然的に，’一Kと他の子どもとの

接触が生．じる。・他の子どもとヤ・づしよ にいると，1摩擦も

起きう。・Kが水道の蛇口を切る（Kは自分が使い終ると

必ず切る）之，．「ダメ」「イヤ』 と，、とがめられる。する

とKはひどく乱れる。しかし1そんなことを繰り返しな

がら庵，Kは他の子ども達と混 じっ て水遊びを続ける。

『Sがポヴトを取った時は， 相当ひどい乱れ様 そあっ

たらSの行動は，球にとって思いもかけない，あらては

ならない出来礁そあった。SがK召〉ポ夢トを放り投げた

後，私はひとりでSを追い，つかまえた。r』Sは1ドンと私

をける。私はそれをかわす。Sは私の両手を取り，私の

ひざに足をがけてまわる。ところが私が手を下げたため

に，Sは地面に頭をぶつける乙私はあわててSの頭をさ

する。

私はこの間夢中鋤いていたので、1、IS斜、9禅の意

味は当然わからなかった。しかし後で思い起こすと，1重

要な意味があることに気づかされたづSは，古い圃定し

た秩序をひづかきまわす トリックスタ→であるずまわり

とのトラブルもなく，調子よく蓄ち着いていたKは乱さ

れる。私も，せっかくKが安定して恥るのにどうして，

といういら立ちを覚える。私がKを連れて走った時，．私

の心はKをかばう気持もあった。ところが，その観にS

と体当たりして真剣に取っ組み合づた時には，もう そん

な思い嫉消え，．．子どもと，の生まの触れ合いの快よさを味

わったずSとのはじめてのぶつかり合いであ瓜た。そし

て， 「これだづたんだな』 と，こうせざ為をえなかった

Sの思い．を察することができた。・どこか気むずかしいS

に，これまで私は｝歩踏み込めず，’、かかわ．り合いが薄か

った。，しかしこのいたづらによづて， Sの方から私にぶ

つかり，私との躇離を狭ばめてくれた。私にはありがた

い経験であっ＃6

　Kがいつも好んで使うポット．は，．マギク呼さわる存在

であっ たのだ。それは， Sが幼稚園で忙れはモ≧いう

自分が没頭でき昼遊びが見い出せて喰なかうたからで為

る。、』その上保育者と1のつながり蕊深唾もので嫉なか？

た。．二の行動に，い無意識のう、ち嬉私へのいら立ちを表わ

・している。・私嬬・．暉の心㌍近づこう素す資あまり・Kの

癖でいづぱい廼あうた。、私の行動も
，、 Kに左右されるこ

とが多かづな6漢際たとえばKのポットが見当らず，K

が乱れている時はレ私は何をさて置いてもポヅトををさ

がしに行ったる’Sの行動は，1Kに対する「意地悪が目的で

はなく，』S自身の心の側にも必然性があり，それをKや

私，保育者に向けているのである。・その結果，前述したよ

うに私とSは新．しい結びつ・きができた。また5r　Kをクラ

スのひとりと考えてかかわる必要を改めて痛感した。 そ

して，・Kに対し ミこ、となかれ主義竜ではなく，Kのみに

とらわれずも、ゑ≧自由に子ども達と ふるまえるよう琴な

った。Sの方も，．この後Kにいたずらをすることなく，．

自分の遊びに打ち込めるようになった。Kといづしょ に

砂場にいて水遊びをすることもあった。

　Sに限らず，Kにいたずらをする子どもはいる。この

幼稚園は，子ども達が自由に，自分を出して生活する所

である。Kにいたずらをする子どもは，、どんな思いです

るのであろうか6 そういう行動がたび重なると，私はそ

の子どもと丁寧につき合6てみる。いっしょに心を開い

て遊んでみるぴすると，㌧ある子どもは自分の心に何か問

題を持づている場合がある。書葉で表現できなく
，

自分

の心のわだかまりのために，Kにいたずらをするのであ

る。いたずらの行動は表面の現象であり，その奥には，

子ども自身の心の問題が潜んでいるのである♂そめ商題

を子どもが乗り越えられるように保育者は手助けをす

る。 そうするうちに，・Kへのいたずらはなく』な参てい

くσ自分の問題を克服すると， Kをはじめ他の子ども達

や大人に対する受け入れがスムーズになるゼKに限ら、

』ず，こうした事例はいく つかある。こうした子どもの心

理は，もづと掘り下げて考えたい問題である。・：》ll、

3　自己の摸索

r〔記録3　 5月2日〕

O　Kはにこにこしながら登園する。・いつもは，力搏

，ソを置く前に，ポット に目をつけて安心 しておく。』と

ころが今日は見当らないぴKも少し捜すがないことが

わかると，ものすごい奇声を発する。私は大急ぎで捜

す。同じクラスの男児」も捜したり、， Kを見守 っ、て．め

てくれる620分位経ち，やっと見っけ出すぐその時に

＝はKも少し落ち蓉きポッ』、トを渡すとにっこ9する。・、

01丁組の砂場で水遊びを始める。私も横で水遊びを

　し，かなりの間続ける。途中，もっと遊びが拡がるよ

　う、にと私は何か取りに行 く。と．；ろが，、．視野から私が

消えそうになると， Kは私の姿を目で追づている。

　私はできる限ワKの見える所にいて，他の子ど渇と

かかわる。　　　　　、、 　　　 』　
＼

○ お弁当の時間になり，・Kの所に行く♂するとポッ

トが置いてあるが，、、Kにいないガ

　私はミあれムとびっく，りする。 Kは，空いている

トラソポリソに片足かけて， 乗ろうか乗るまいか思案

している様子だった。．私が行って手を差し出すと，K

．は私が入るように誘う。2，人でポγボ×回転しながら
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鍵らくとぶ・1、塀鞭騨獅靱醸節㌣手
・ゑ引ヤ》て茜部犀トみ否？1、r、r』r＝：

1二 、レ い』 i” の

＝○．ごK嫡私り煎で食壁や私ρ≧勘」り㊨第堤丁⑫所誓来

，』 るば馳・ 琳怒饗舜で階緯．纏う蟹ね
　をする。そしてβ、，二「耳ちゃμ離｛組r（年虫絶） 誓斡い

よ」と書ラ・即お蘇て撰雑生卿璽く？デ
早落参養ぐど，』柔φ慧易今瞳。騨なく．す尋菟

卸クラス曝酵が即手を弓陪弁懸瓶こ
し吻マ纏来馨鱒弊暁焼うぎ？・・欝o芝

　　Kは別の保育者璽暫殖ヂヤr≧言っ頂行く、虫塗嬉男

』珊艶禦勉転桝鋸師｛t極榊虻ケ
ゆ勉楓郷手を葺嘩む・， 騨鱒璽ぢ崎声
，を妙苓岬卿擁熱燦窮都鰭興鄭止
｝んだかと思うとまた泣き嵐す。10分嘆拳斜ヤて騎ゑ。

、，科はKを抱稜て静か琴所睡行き樺にな否σ、耳堅私⑤ひ

、1ざ醸をし即鴎餌・： 、し操礎、赫レ）く
　が，時折思い出したかのようにまな奇轡を馨す幾伊目

、綱じ， 1・5頒やして蜂？，菊挙醐磯．融
．り』 、ガ財ご恥嘩郷鴨．1』．一ご．・こ，唖：・

、○ 私は近くの子ぢも渾の穣杏峯手琢う。K曝静身1に

．』卸減⑳磯瞬麹琳苓榊醒攣
をついてく、る・

』！ 、 t：1．
、匁φ 殴卜㍗型》をレゆとす徳一柳ク終
、φ輩 も鞭っ春七・』隅轡 ヤ勘夢う・．あ朗

の律レ夙∫ ㌧、 』噴．rゾ∵∫。レ∵㌔・』∴
　○　プランコにKをのせ私が押すg・、少しす為菟、 お重

Σちゃ芽Kり早に当た桝、ぴ、？くワレてや夢資隻嗣、畏

1、1ρ、＝ζ．すべり台学登るが，．4テろり豫め子ギもと僻ち食

．、、． になり・嘩灯 礁ク鴛磯％蔓． 1㌧、Q 』耳は年少組琴行き亀・琶とりで霧そ苓つ∫疑るる 郵

』が郷即灸 傾から施．卜輿し疎鍬ひゆ
　で水遊びを始める。　　 　　 、＼1・．二』∴ 1． ／㌔

　　おかえりの時間になるが，訟かなか止めない。「待

　ってるよ」と2度私は声をかけて去る。1二しぼら「ぐ畢る

．ゴ 鄭即飾繁るマ』
ご罵のナ日ρ濁輝鰍て碑・ 胡φ終勉ら瑛
り鱗持参乱れうちζ力糊立？てき準glり日時τ度嫡そう

ヤ）う；≧，があ？な曼蕃・7 ヤ堺見つク準》なヤ、時・ノ．｛痺の予ど

鋸拒蒼さ峡時，、雨の日で思鮎殖本遊嚇で融
蟄時ジ保育者が卑分だけを1ρ0写受け入処でぐ紅な悟時

筆が脅規な・郵象畔1綿れ弓行駅、して獄興
rうす， し寿き鵡弔耳の隼活全体に 目を向けて考ま多と・も？

煮奥琴重要な犀来欝藻隼，じてい為こ≧参知われ為。＿ 』、も

記録に即しセ，破り注目す騨所を轡き齢て樋δ

（D私の姿を追う一水遊びをしつつ時折，私の位雌を確か

翰てセ濠、婁ゑぎす．．（孝）肖令力繊トラン型をレタ ラ ζ界

　う。（3）悲しさを味わう一子どもからきびしく拒否さ牲為

　ことは，Kにはひどいショックマあった。気持が落ち着

　くまで時間が相当かかる。私のひざぞ泣いた1りち奇声を

発したりしているKは・心から勤誓蝸と頒馨．曙“
　マ為傍・ 弾享雪・、、、’魯蓼卑貸奪堺育参静9鱗ρまい

潮・惚＠蹴飽勲酋一内即嚇で晒悲
しみ鱒が鱒轡？曾・ 吻1趣瀕琴と
．顔雑馴輝たゆ曝飼弊壱ネ淋鞭憩己
との対面磁たと‘・ズ換郵殴子ゼもの璽2い

て欝・、鰯晦わ無・一㌘狙すべ特をし夢

葦藤、卿聾麺・蹴鱒徳・蝉嘩す
》ゑ。』い，、・湘、）㌃1㍉・和ント石｝、｝ト

』．． 、 r

、今麺哩砺韓鯵幡で・、自分堺擁御囲
　で満足してぴ為。しか し今は・そゐ箏罪を趣属奪！1・外へ

向かρ鋤姪墜隻戴て鴨今まで曝い難
　むた世界誓吟塵罵1鈍苑ぐ外り興界酵必ずし車楽ゑい等と

脚で脚）・1纏3㊧お麹怨期轡酵岬

馨鶴驚饗誘欝灘綴驚盤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫、　　i
　3存9

・㍉・、
　r　丹凪・㌧ガ．一い＝二窺

　　ゆ麟磯期は5肋勧亨ろ麺郷窯，騨亜
そ瞳細タであった・心嘩邸混恥して辱墾
齢じ卿燈る騨対・のか寿1わり嘩雄っ
葦・翠駕、時を見絢｛お碕脅移．．吻鍵も

紬弁当鹸べ蛮徳、た？塑弘でト㍗型ソ
哲磯軌．レかし一度乱悩ぢ壁抱レ’鳩・描ぶ

応遍，之歳持がおざ晒嘩詠磯至夢仕重が
痂った轟と私は・幼い子ども瞬渾叩麻あ、多・

煙弊騨燃郷ある騨つて・、遡鯉は酵
心の卑にひびく緻であったう う・ ド映ヤ5』そ餌と

瞳・、，以脚自酔壁がげ獅榊な鵠と咽面1．ま

た私め生まの隷創を可能叫た・騨脅噛叫
接堕ξは全く異な多もので物た識や為態購く
容i、鱒こは・私め体膨越づ？懸》骸．．

キ西ソ噸齢ずめ醐1、琳餐嫡劾瓶鯵
ると1騨勉そのまま殿て湘手噂岱鷲恥鱒

鐸筋る識え緬暁』齢啄撰騨饗照
獅1聯・たと纏、ゆ柳ヂを引層麺・．三
鱒購φ鱒モレ噸しレ｝」≒殖郎麺鴎鹸

r艶鰻鮎駕稚動か・し焼ζヤうの餌努碑
卿購輝手に琢層とい憾じ嫡多§・9…鯉騰・
は私を以前のよちに自分と一体化して早麹響馨舅

　懸，偵分とちが外で輝賜脚舜り雪夢鮎、そ
　頃変、．私力1鴎昇 bて費殊蓼く（他人）1慾ゑ些蚕鍵…・争
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灘骸る；と も忍の磯勘きう儲妬吻賜
る。

　　4　新しい自己
亀

　　〔記録4 5月30日〕　r　1　 ン」！ン

　q 即鞭する該ラ胸耽〕麻少トを鶴て
　　きて，くれる・水遊びを騨る・私は輝で他の子論

　　と遊声でいるび窓ごしにKをろうゼ途中乳r　K球保育者

　　を掌め嘩咽まで行く・型徳奉遊脊轡
　める。

．．

　○私と働子ども糊慰灘雛び匂ている4
　私はKク）所から水をくんでくる。 kは薗庭にやっ七来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　て凌堅ん燃を自分解ツ鴎入れう・私遡沁
　　；を奥の手にのせると，そり＃から水をがけ七，ジー

　　と溶け確を見ている・

　○ Kは私め所に来る。私ほKを トラシポ
リンに誘

　　う・、外するが・まもなく簸嘩碗する．

　Q私とKはすべり台をする。』」番高い所に登り，私

が「たク）rい」と言うと1 Kもrたぞ・一い」と後カラ

　言う。

　Q　かなり水遊びをした後，私の所に来る。私ほKを

　抱いてブランコに行く。私のひざにのせる。二人の女

　児参後から押してくれる。Kは私の顔をじ一と見る4

　0　お弁当の時問になり，．本遊びをしているKに「調

　かたづけ∫、≧桝鮒る と・ Kはrおかたづ1ナ彗言
　い，一ポットを醗いてすぐやって来る5

　0　参弁顎は私の体に手を置y・疹り，足を乗せたりrじ

　て食べる。私の分も食べう。

　○． 午後も水遊びをする。

　○私馳好ども陣軟鯉矧v・ていると購
　もこれに自分から乗る5』”

　○、おかえりの時も乳知らせるとすぞボットを置い七

　部屋に入る。

　5月め終り 頃から・Kはしだいに乱れることも少な く

なり，気持に余裕がで（来た。一記録から，Kの落ち着い

た様子が聯とれる94ラス碑ど純水遊びをする

子ども埋と沈黙の うちに』、お互いを受け入れている様子

であう。 子ぎもや外の世界㌍対する警戒心も弱くなっ

た・、蛎煙とし娩分で・r騨ズランコ砕こ鶏の吻

めてであるII今ま矯は・体参強韓っていた。私のひざに

すわり揺れるブラシ血に身を任せるのは，Kが世界を心

畿讐窯騨轡がら解繰艶下嘘
　これまで比何度が記録に登場した男兜∫ほ，』特にKめ

こ・とを気遣う．Kにとっ婿あ存由款きい診考紅，一

第14集

ある日 （6月6日）のJのkへのかかわ りを記そうぎ

．9私は玄関の所でし硝んでkを待ってレ・る訂も

　横にいて，1「だれ待つ七んの？　kもやんをjと私に

　層ねる6私 「そう」・と答えるポJ’「虞も体礫が終6た

㌧謬1くちゃんと砂場で遊ぶんだ」と智う。

　Q「Kが登園し， 私はKを遮れて部屋に入る。Jはそ

』れを見やってき箪のがンを靭，ボックス1鐙

一かせるレ∫はKに1　「丁稗に行くでしょう」と言い，

　Kの後をづいて行＜。Kは丁租で水遊びを始めるδJ

　はi　Kが遊ぶのを横で見ている5

』○』簸・K綱導クラス娚児が持っている麟を

ほしがり・奇声鱗する・すると功言来て・ その卵
　紅何やら話し1そり容畢を取ってKに渡す占そし亡J

　’は去って行ぐ。

○ おかえ吻鰍吻時，騨窓辺崎くとJもっ

いて行くgK脚噸をにこ心じて触れたり瀕を
　寄せ合ったりする。

JとKとのつき合いは曝く続咋行≦趣り幼棚
生活に・どんな畷し捧購聾えきこ郎ろ蓋・

本遊びは一日の螂分を麟てい軸のの∫yk嚇遊
ぴピこのめり込むのではなく泊分で麟為笹麺嘩び

にも気参向くようになった。私導刻して， 甘え湊り1』私

を意講するこ賓が増えき。．と向時壱も』私でなけれ賦 『と

いう固さは和らぎ，他”〉保育者と凌）関1系も広がるじ永や

卒に対して・いま弧何邸でもとレ医沸詰っ
た接し方はしなくならたム 一　で

　以上のように∫Kの変化はめざましいもめセあるぎK

は瀧の困獅膝の欄を泊分なり壱ヒ剰越圏新
しい自己を見い出すことができたのだ6そしてダ外界や

子ども， 水や私に対しての，ごれまでゐ自分の狭い鞠断

の枠をヂKは脱け出ることがをきた。ごれはkの第」歩

の貴重な成畏である。　　　　　「15△ 1・》、

おわりに、

　この幼稚園も，また私も，障害を持ろた子どもの傑育

に対し，特別な方針や勉強をし更いた訳ぞはないよた

だ， そこにいろんな子どもがいて， そゐ子ども達と湶育

者がよりよい生き方（自己め学び）を求めつつ進んでぎ

き・3笹緻誰の歩み棚るみに出 てきた・しか

熔 その当時はただ夢中で，深く行動め意味を碍ねる余

裕さえなからた5今こうし七記録を読みなお：・してみる
と， ひとりの子どもの成長も，・その子rどもと湶育者とま

わりの子ども達とのド日倭め生まあ触れ合いめ中がら生

まれて・くる ことがわカ・るる』・　 　　 「’一

　　　　　　　　　　　’」’一 　 　（川上美子） ひ
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